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　アサマシジミは浅間と名がついているように、
小諸を代表する蝶だ。6月中旬から 7月初めに出
るチョウで、シジミチョウの中では大きい方だが、
それでもやはり小さいので、見分けが難しい。絶
滅が心配されるチョウで、長野県では 2021 年か
ら採集禁止になっているが、小諸市ではいまだに
採集圧もあり、また発生地そのものが破壊されて
きた。
　小諸市では昨年、自然環境保護条例の指定種に
することが決まった。しかし指定だけで、アサマ
シジミが生き残れるかどうかはわからない。市は
保護地区を指定することができるのだが、その土
地の所有者、占有者又の同意を得なければならな
いので、そのあたりがネックだ。地区を指定した
場合は、建築、造成、伐採などに事前許可が必要
になる。地区が指定されれば、アサマシジミの保
護に役立つと思うが、ぼくの知っているアサマシ
ジミのいるところは道路脇で、ここ何年か伐採、
草刈りなどの影響を受けている。早期に指定地区
の設定が行われると良いのだが・・・

左オス、右メス

桶田洋明・髙栁剛士　二人展桶田洋明・髙栁剛士　二人展
－ 人物と風景の共鳴 －－ 人物と風景の共鳴 －

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶観覧料　一般 500 円、小中学生 250 円
　　　　　（合わせて白鳥映雪館も観覧できます）
▶時　間　9:00 ～ 17:00
▶休館日　毎週月曜日（６月）

アサマシジミ

「青い幻影」桶田 洋明

「陽春佐久平」　髙栁 剛士

好評開催中！好評開催中！

小諸高原美術館・白鳥映
雪館の第１・２展示室で
は、桶田洋明・髙栁剛士
の両名による具象絵画の
展覧会を開催中です。細
部まで描かれた人物画や
風景画は、画面の隅々ま
で見ごたえがあります。
展示作品のほかにも両作
家の動画コーナーを併設
しており、制作過程を知
ることができます。この
機会に是非お立ち寄りく
ださい。

7/11 ㈭まで開催


